







その他のタイトル The Position and the Role of School Board in





























その後. 1 F E Lでは，普通教育分野でも，学校評価iζ関するワークショップが関かれ研究が重ね
-57-
られていった(第 5回・第 6呂・第8呂〉。 乙うした動きに刺激された文部省初等中等教育局中学
教育課が『中学校・高等学校 学校評価基準(草稿) j (以下， i文部省草稿Jと略記)を全国lζ
配付したのが，昭和26年初頭であった。さらに，乙の草稿lと対して寄せられた各地の意見を参考に
して，文部省iζ置かれた学校評価基準作成協議会(委員長 星一雄都立九段高等学校長)が， r中

















































まず r1 F E L④jでは， r評価の方法jを自己評価と協同評価iζ分けた上で，前者については，































































































































































(6) 第四回教育長等講習農業班『教育の協同評価』文教書院 昭和25年 24頁。直接目的として，
乙の他lζ5点が上げられている。





側 上掲(7) 2頁。乙の他， 4点、にわたって「学校評価の自標Jが示されている。
ω 宗像誠也「教育研究調査行政を確立せよJ (著作集③)青木書活 昭和49年 84頁。
















凶 永岡 JI頃「学校評価の原理と学校経営Jr学校運営研究』昭和54年 1月号 124頁。
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